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と
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岡
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ワ
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現
在
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る
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る
.
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現
在
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す
る
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多
い
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穀
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省竹せ
まてきUU

し燥
耐用悦

白帆剖刊川り
企を憐

ツパ(祷麦)

標昭和名/同

r

日一-hvdh

出崎川昌

J

ィ津村山均一

タデ科の植物な

ので、雑穀で凶な
〈夜殺(ギコク)ど

分類されるこども
ある・

E

と秋田二

毛作が可能で、白
い可憐な花と三角形の突をつける.製粉

して、おむじみのそば切り(麺)にする他、

そばがきや因子などに調理した・

企 画 に 白 い 花 が 広 が

る ソ パ 畑 " 、 町 内 何 ゲ 所

か で 見 る こ と が で き る .

エゴマ(荏胡麻)

様車和名/岡ド

量 |

シソ科の植物で、

シソの置纏.主食に

しないものの、粒が
小さ〈竪い実を利

用するので、雑穀に
準じる存在として

紹介する・実は泊分を多〈含むため.か

つては油を採るために栽培されていた・

現在では、実を妙ったものを摺って、葺

味どして用いる.独特の香ばしい香りが

M貯まれる.

可V 収 続 前 の 畑 に

立 つ だ け で 、 " I f

し い 香 り が し て

〈 る .



早川町ではお餅巳するのが定番のモチキピとタカキビ。合回はちょ

っと手軽Cお団予巴してみましだ。暑い夏zぴったりの冷やしぜんざ

いです。皇室い冬には、温かいぜんざいもいいですね。白玉感覚のお回予

主主ので、あんみつやアイスクリーム芯どで他のアレンジも試してみて

ください。

作り方

。タカキピ粉に水を加え、耳

たぷくらいの固さに練る。

@食べやすい大きさにちぎっ

てまとめ、平らに丸める。

@沸II したお湯でゆで、浮か

んできたら取り出す.

タカキピ団子

材料

ヲカキピの粉ー1/2カップ

水一 ー ー適量

作り方

。洗った小豆に 2-3 倍の

水を加えて火にかけ、沸臆し

たらゆでこぼす.

@ゆでこぼした小豆に分量

の水を加え、柔らかくなるまR"，

で弱火で煮る. r ‘.,.
@砂槙を 2-3 固に分けて

加えひと煮立ちさせ、涯を加

えて火を止める。

作り方

@厚手の鍋に水を入れて火にか

け、沸雌したら洗ったモチキピ

を加え、木ベらでかき混ぜなが

ら強火で煮る.

@水分がなくなり、鍋底が見え

てもったりしてきたら平らにし、

ふたをして弱火で約 1ωナ炊く.傑

げやすいので、時間は綱艶して

ください .l

@火からおろして 10分ほどむ

らし、あら熱がとれたら木べら

かスプ ンでこねて、手に水を

つけて団子状にまとめる.

材料

モチヰピ…1/ 2カップ

水υ ・ぃ 150∞

モチキピ因子

ぜんざい

材料

小豆… 1カップ

水ー 1.2 リットル

砂纏 1609
塩一ひとつまみ

キピキピ:令やしで. A(:.・い

lM仇|
誤ぃLうピθ

令， t::令通量Ti t:舎やし・ln' ...替、ご~..，・1 食べ 1ζ だすい.

ぞII>
問;今回の特集しに稲又集落の河原
では、ある石が探れます.子どもたち
が採ってよく遊んだというその石は
いったい何でしょう.

答 1 .蝋石(ろうせき)

2. 砥石(といし)

3. 磁石(じしゃく)

正解者の中から抽選で 2 名様に、早川
の給量宣伝め合わせをプレゼントしま
す l

前回のクイズの正解は、 3 の「イノシシ」で
した.抽選の結果、山下さん(浜松市)、道丸
さん{平代田区)の 2 名が当選しました。お
めでとう・ざ・ 1ます j

早川町では赤モロコシと呼ばれているタガH

キピ.粉にして因子にしたつ、ご飯と炊いたりF町

お餅にしたりして食べられています。食感がひH

き肉に似ているのT、ハンバーグや煮物、麻獲H

豆腐にしても会-でおいしくいただけますFE

|会員とは早則判…m
流文化圏研究所の会圃のζとです.今回ご紹介した商|

品の締切は9 月I!l!l日(火)です.1叩0月上旬よ lり3 注文順に|

発送させて頂きますt

森の中で見つけると、舞い上がるほどうれ冒

しいというところからついたこの名前。w近I I
は一年中ス パーでも手に入りますが、原木.

で育てられた早川のマィヲケは遣います。F'・

足早い秋の筋れをどうぞ味わってくださいR・・

早川旬の直送便
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だ
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を
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い
る
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、
荏
本
良
作
、
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ん
さ
か

え
さ
ん
夫
妻
だ
.
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・
四
割

ヒ
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収
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し
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か
ら
ロ
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-
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来
る
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う
に
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の
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(
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・
園
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に
面
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だ
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ま
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収
慢
の
叫
に
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し
ご
い
圃
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・
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z

て
実
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千

L
て
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〈
.
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・
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曝

L
た
ら
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・
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L
る
・
・
・
円

い
に
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け
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b
ら
千
百
(
唐
草
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・
・
・
圃

か
け
る
.
今
度
は
そ
れ
を
銚
ド
湯
に
い
圃
圃

E
E

れ
て

i
吟
間
程
煮
る
.
そ
う
す
る
と
.
実
が
「
え
」

企
(
H
脅
え
て
主
ら
か
〈
な
る
)
.
そ
れ
を
乾
品
開

さ
せ
て
繍
永
慢
に
か
け
る
と
、
ょ
う
や
〈
食

材
と
し
て
完
成
で
あ
る
.

そ
れ
で
も
ヒ
エ
を
作
る
の
は
位
ぜ
立
の
か
.

「
ヒ
エ
は
美
喰

L

い
で
す
よ
.
ご
阪
は
す
ご
〈

香
ば
し
〈
て
ね
'
」

自
民
作
さ
ん
も
き
か
え
さ
ん
も
.
ロ
を
鍋
え
て
そ

っ
含
ヲ
.

「
煮
る
の
カ
エ
ラ
い
か
ら
ね

.
2
年
も
責
な
か
っ

凶
圃
圃
圃
圃
・
・ι
ι

た
で
す
け
ど
ね
、
食
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圃
・
・E
圃
圃
圃
さ
伝
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た
い
と
い
う
人
も

a
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聞
・
・
・
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司
J
M
園
田
回
国
か
に
あ
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E
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・
・
冒
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次
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岨
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湖
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・
・
・
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E
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"
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の
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き
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私
ピ
年

に

I

‘
2

度
食
べ
る
ご
ち
そ
う
伝
的
だ
と
か
.

脅
ヒ
エ
を
食
べ
た
よ
う
信
あ
年
寄
"
が
、
ぜ

ひ
ま
た
食
べ
た
い
と
官
っ
て

欲
し
が
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
.

マ
を
絞
っ
た
油
を
献
上
し
た
こ
と
で
、
「
荏
本
」

の
性
を
賜
勺
た
の
だ
と
い
う
.
エ
ゴ
マ
栽
培
は

そ
れ
以
来
、
代
々
の
仕
事
で
あ
る
.

ヒ
エ
や
エ
コ
マ
の
他
に
も
圃
司

朝
鮮
ビ
エ
ギ
モ
ロ
コ
ン
ギ
ピ
、

L
-
E

ゴ
マ
ア
ズ
キ
、
ダ
イ
ズ
の

8

・
M
圃
・
-
F

値
は
、
自
京
総
砧
憎
し
て
作
っ
て

-
a
-
-
-


き
た
.
朝
鮮
ピ
エ
は
‘
圏
内
で
.
一
薗
国
国
圃

ほ
と
ん
ど
載
沿
が
確
認
さ
れ
圃

a
圃
幽

て
い
信
い
.
回
国

「
ず
ー
っ
ど
普
か
ら
作
っ
て
来

v
d

固

た
も
の
だ
か
ら
ね
.
仙
沼
を
絶
や
』
・

V
4

し
た
こ
と

U

な
い
ん
で
す
よ
.
ニ
れ
か
ら
も
‘

自
分
た
ち
で
出
来
る
限
り
の
こ
と
は

L

て
作

"
続
け
た
い

J

ご
先
祖
様
か
ら
大
切
に
伝
わ
ゥ
て
来
た
鍾

の
を
育
て
続
け
る
こ
と
は
、
荏

畑
本
き
ん
き
冬
に
と
っ
て
は
非

L

常
に
大
切
な
こ
と
年
の
だ
.

V
」

“
VJM組

だ
る
た
え
い

見
て
に
せ
中
の
の
を
米
実

-.

きて、荏本
さんの名字
三に倹われてい

る「荏」ど
は、

エゴマを意
味する字で
あ

る・その昔
鎌倉時代の
こ

と荏本さん
のご先祖様
が

日間上人に
町明周にエ
ゴ左 赤 モ ロ コ シ を 収 視 す る 窪 ' " 良 作 さ ん .

右 上 収 祖 し た 砲 は 束 ね て 竹 寧 に か け て 干 す .

右 下 赤 モ ロ コ シ の 餅 . 少 し 渋 み が あ る .

- 強 周 醐 脱 とE知 閥 |l
1・・布告 1 学名に対応して付げられた.日'"

圏内で銃ーされた塗精の名前.図‘の見出し.

右手どに使われる.働.物{特に作絢)の名樽峰

雄方ごとに遭うだけで'"、同じ冨震が温う司

を緬していることも多い.早 111 1.>たりで"...
和名キピほ『キピ」で復調院相名モロコシ，. r意

モロコシ」と呼ぴ、 rモロコシ Jと呼ぶ作句隠.

.和名のトウモロコシを指している.こういコ

た翠乱を道けるため...拘名を利用する.

稲

銃

千

の

行

方

-

R
作

物

が

た

r

-
単

に

日

々

.

胃

終

を

賄

う

往

け

の

存

在

で

{もちとうるち]お米に、もき 5氷とうるち氷が

あるように線"にも rもち』と「うるち』がある

[ヒエと網鱒ピヱに Uうる S系しか怨い I. もち

系I' 給。 lit が強〈、ご飯に炊き込んだり餓を a・
いたりするのに過している.うるち来の晶積は

かつてほ紛にして利用していたが、線機を援粉

して利用する栂会が減った現在ではもち系の

晶橿が貯まれているようだ.もちとうるちの中

にも楓々 f. 品種があり、それらの種は自蔵様祖

されて大切に保存されてきた.

I自京銀・ 1 砲を自分の震で探ること.作物の

祖や箇は、橿首会社からの間入が一般的どが

これ 1どと遺伝的に画一的伝作物が槽えてしまう.

白厳探祖することで遺伝的怠多線住を檀保し

また霊祭湿の保存に需がる .x l!のよう I乙い

るいる怠温度で緩浴されている作絢の・合"白

夜祭種していても、時々、規..や友人と・を交

録するといった工夫がされている.

8 のどが何 でが は外んい・・・・・・・・・・・・・ー なあ
っ量い持よ遭〈い今いの、だ司・開園 だ 1、る

たかうつ"伝れる倹え予ごろ.... -。ヲ?・・-'.が. '.J.'

lilt?i12tfEA 堅一 __4日
F41;t;!?iqi;i器干狩:て::; ?
ー 、舗の B ・，:司モ皆町又 L しはずゃうた又 F
E い値誇本 志品 同弔長いかな日に足ど五雑 る

品 2212R15122izg???:UZ
字;ぷ? ZA f 主計 2 2:tIt12?
i1;iit???叫 ??iif!:;!
らよの維そ IJ 側 婦そ秋つよ いを二て統そ土 必

れ u 同級 L 位す るれ夫て日 るい\いけし円 要

伝そ廻畑て ん人 ど以きい のヒヰるてて白 ,:

[民厳島3誌編白III最"，"から実を，.ず

すこと.殴ぷl季、 8・を取り除〈こと.輔自ほ

.を取り除〈こと.お米で.えばII鰻によコ

て勿にして、留すワによコて玄米にし崎米を行コ

て白採にするという工程.
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『なんみよう lま~れんげ~きょ~、なんみ

ようほ~れん11-きょ -J

事から秋にかけて、週末iこ怠ると七面山

に I~こん怠声が・きます.然心な日蓮宗の

偶脅さんが、白袋集を身にまといお題目を

唱え怠がら七面山に重量る姿は早川町の風

物鰐といってもいいでしょう.

次号でI~、そん，.七面山と目遁宗のE史、

そして多〈の偶者さんを受け入れてきた早

川町の関係について、ill'<罪〈掘り下げた

いと且います.

6J行元/フィールドミユージアムヨ曾倭員会 .

健所/山烈銀問1 :;1 1-HOI 町震袋~〒 HI I: WU .rA・

竃爾""!o ""'~""JI:flJ フ，タ yミリ ~110101#;t]·· I' JI*1 ・

..·.!:A，·'i /h tttJ: II_ 出府四~四国祖母叩~

31 号特集 (10 月上旬お届け)

「七面山と日蓮宗」
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沢

鍾1
中

ノ

宿

早川側の遣は、現在通行不可能です.静岡側の遁は甫ア

ルプス商悔の霊山遺として現在でも使われています.

所
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沢

越
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し

ょ

の

さ

わ

ご

え

-
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園

志
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に
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す
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稲
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三

五
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の
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沢
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峠

で

あ
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そ

こ

か

ら

大

井

川
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へ
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東

海

紙
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式

会
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(

現
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海

パ
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会
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あ
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静
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井

川

村

の

中

/

宿

に
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海
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運
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た

め
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い
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近
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所
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在
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る

道
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と

呼

ば

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

.

雪

解

け

の

こ

ろ

に

は

‘

そ

の

年

の

伐

採

作

離

を

始

め

る

た

め

、

荷

を

し

ょ

っ

た

人

々

が

雨

畑

か

ら

峠

を

越

え

て

井

川

へ

と

向

か

っ

た

と

い

う

.

し

か

し

、

東

海

級

料

の

会

所

は

、

大

正η
年

に

楢

島

に

、

さ

ら

に

昭

和

8
年

に

は

二

軒

小

屋

に

、

北

へ

北

へ

と

移

転

し

て

し

ま

う

.

物

責

軍

縮

に

も

伝

付

峠

を

越

え

る

ル

ー

ト

在

利

用

す

る

よ

う

に

な

り

、

紙

料

道

の

通

行

量

は

次

第

に

減

っ

て

い

っ

た

.

現

在

は

、

静

岡

側

町

通

が

僅

か

に

登

山

害

に

利

用

さ

れ

て

い

る

だ

け

で

、

早

川

町

側

は

、

物

語

と

し

て

伝

わ

る

道

と

草

コ

た

.

早川町静岡市

-読者の声

い〈予定ですのでお楽しみに.

・山菜祭りを初めて観ました.町民役地地

織の皆緩の 体感を肌で砲撃じ、健し〈思いま

した. (横浜市、 Mさん l

a集郵山家祭りでは、大"の会員さんに会

うことができました.み怠さん、ご来調・あり

がとうございました.

・入会後、初めて届いた待置のやまだらけ.

じっくりしつがり楽しく熱蔵させていたど

きました.大好き怠早川町が、もっと気に入

りました! (横浜市、 Mさん)

編集 ill 編集録ー同とても勘みに怠るメッ

セージをありがとうございました.もっとも

っと早川町を気に入っていただけるよう、ま

すます頑盗っていきたいと且います.

;:;;器禁諮諜 27( マ i "E~ Srolf)

大

中)，; j

E
-
小

1

・

w-
一

禰宜山と所ノ沢鑓の間にある道機.J‘

.私は西山の出身で‘中学高幹線までの同年

間早川で育ちましたが、商アルプス街道沿い

以外の集落のことを案外知りません.笹定、

E支倉など奥まった所にある集落のことをも

っと知りたいです.11、王子市、Mさん)

編集節禰宜も.か怠り奥まった所にある集

鎗ですが、いかがでしたか P集落を特集して

欲しいというご要lit夕、他にも届いて8りま

すので‘今後取り上げていきたいと思います.

-写川の峰週で、十谷・舎が綱介されていまし

たが、今後、他の遁も紹介してい〈シリーズ

ものでしょうか?今後の展開を期待してい

ます. (杉並1&."さん)

編集ill 早川の・普通I~ 新しい逮館企画です.

III回、特集内容と開運のある・普通を紹介して

企布引山から複線を見る.建んだ節分

が所ノ沢組.その先に見える山 l手、稲

宜山と宵薙山.
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